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６月28日（金）１５：００～１６：００　第６回　検数労連１９夏季一時金交渉


粘り強く修正回答を求めるも、両協会ともにこれ以上の修正は困難。


要求との間では不満が残るものの収拾の時期と判断し、機関手続きに入る


旨を表明。


























第６回検数労連１９夏季一時金交渉





【日検協会回答】


１．支　給　額


（１）職員、雇員


（本給＋家族手当）×２．０ヵ月＋都市加算＋α


（197,933円＋10,007円）×2.0ヵ月＋40,330円＋α


全国平均　456,210円＋α


（２）試用期間中の職員


｛（本給＋家族手当）×2.0ヵ月＋都市加算＋α｝


　　　　　　　　　　　　　　　×0.8×在籍日数／180日


２．支　給　日　　 ２０１９年７月１０日


３．支給対象者     ２０１９年７月１０日現在、在籍の職員、雇員


４．計算期間　　　 ２０１８年１２月１日より２０１９年5月３１日までとする。


５．その他の取り扱いは従来通りとする。





以上








【全日検回答】


１．支　給　額


（１）職員


（本給＋役付）×　乗率　＋　一律　＋　α


（217,913円）×1.605＋75,166円＋α


全国一人平均424,916円＋α


①一律 ＝ １年以上　　5年未満　全国一律　　70,000円


　　　　　　　　    １０年未満　全国一律　　72,500円


                    １５年未満　全国一律　　75,000円


　　　　　　　　　　２０年未満　全国一律　　77,500円


　　　　　　　　　　２５年未満　全国一律　　84,000円


　　　　　　　　　　２５年以上　全国一律　　90,500円


②α　＝　調整加算


③α　＝　特別評価　5,000円





（2）勤続1年未満の職員　本給×２,２ヵ月


（3）その他身分


①見習い職員　　　　　　　　　　全国一律　　80,000円


②準職員　　　　　　半年未満　　全国一律　　30,000円


　　　　　　　　　　1年未満　　全国一律　　60,000円


　　　　　　　　　　5年未満　　全国一律　　80,000円


　　　　　　　　　１０年未満　　全国一律　110,000円


　　　　　　　　　１０年以上　　全国一律　120,000円


③契約雇員　　　　　　　　　　　全国一律　130,000円





２．支給日：２０１９年７月１０日（水）


ただし、５銀行営業日前までの妥結意思表示を条件とする。


                  以上



























































　６月２８日（金）昨日に続いて行われた第６回検数労連１９夏季一時金交渉で、組合は両協会に再度、修正回答の提示を求め、交渉を行いました。


【日検協会】


　昨日の団交の席でも発言したが、労組からふたたび再考を求められ、持ち帰り検討した。


　再度、あらゆる角度から検討したが、これ以上修正の余地がない回答であることを理解していただき、あらためて労組の英断をお願いしたい。


【全日検】


　昨日、有額回答を提示したが、労組より修正回答を求められ、再度、収支状況







































































































































































や見通し等を勘案しながら労組主張を踏まえて配分等を含め検討した。しかし、これ以上の修正回答は困難であるとの結果に至った。よって現回答での判断を願う。


【両協会諸要求回答】


　諸要求である厚生年金保険料の労使負担割合の改善については現行通りでお願いしたい。


産別協議課題の対応については継続的に協議を重ねたい。


国民的諸課題については応える立場にないことをご理解願いたい。


【組合主張】


　両協会からの回答を受け、組合は休憩を挟み検討を重ねた結果、次のとおりの主張を行い、不満が残るもののこれ以上の修正は困難と判断し、機関手続きに入る旨を表明しました。


【両協会に対し】


　修正回答および諸要求の具体的な前進回答が示されず不満である。


　次期一時金交渉でアルファ回答については、本交渉で提示すること。


【日検協会に対して】


一時金額が単純比較で昨年夏を下回ったことについては不満である。


　














































































































次回交渉：７月３日（水）１０時～


第７回　検数労連１９夏季一時金交渉


１９夏季一時金闘争における中闘見解に対する意見集約については、


７月２日（火）１９:００厳守とします。なお、意見集約のための職場集会は３０分を限度でお願いします。





　一律については回答算式に入っておらず不満である。


【全日検に対して】


　あらためて差別的要素を含んでいる『特別評価』については不満である。


　一時金総額での全国的な格差は容認できない。



















































































　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


